近な どで 年々 新しく 開設され る 電鉄 軌道 や 自動車 道路 

がその 都度 記入され ていない こと だけで ある。 

東京 付近へ ドラ イヴに 出る とき 気の つ いた こと は、 

たいていの 運転手が 陸地 測量 部 地形図 を 利用し な い で 

ちょ うかんて き 

かえ つ て 坊間で 売つ ている 不正確な 鳥瞰 的 地図 を 

使って いる ことで ある。 どうも 地形図の 読み方 をよ く 

知らない 運転手が 多い らしい。 しかし また 前記の よう 

に 地形図が アップ • ッ • デ —ト でない ため も あるか も 

しれない。 

地形図の 価値 は その 正確さに よる。 昔 ベルリン 留学 

中 かの 地の 地埋学 教室に 出入して いた ころ、 一日 P 教 



けたと いう 話 も あるそう である。 

地形測量の 基礎になる だいじな 作業 は いわゆる 一 等 

三角測量 である。 いわゆる 基線 (ベ ー ス ライン) が 土 

台に なって、 その上に いわゆる 一等 三角点 網 を 組み 立 

て て 行く、 これが 地図の 骨格と な る ベ き 鉄骨 構造 で あ 

る。 その 網目の 中に 二等 三等の 三角 網 を 張り 渡し、 そ 

ぞうさく 

れに肉 や 皮と なり 雑作と なる 地形 を 盛り込んで 行く の 

である。 この 一 等 三角点に は みんな 高い 山の頂 上が 選 

ばれる。 

その 理由 は、 各 三角点から 数十 キロない し 百 キロの 

距離に ある 隣接 三角点への 見通しが きかなければ なら 



ぐらいの 一行で テント 生活 をす る。 場所に よって は 水 

くみだけ でも なかなかの 大 仕事で ある。 食料 は 米 味噌、 

そのほかに 若布 切り干し 塩 ざ かなな ど はぜいた くな ほ 

うで、 罐詰 など は ほとんど 持たない。 野菜 類 は 現場で 

得られる もの は 利用す る。 力 ラフトで はいろ いろな 植 

物 を 片端から 試験的に 食って みた 人 も ある。 渓流で 

小 ざ かな を つかみ取り にしたり、 野獣 を 射止めて 思わ 

ぬ 珍味に ありつく こ ともおり ぉリは あるそう である。 

< ま 

北海道で は 熊に おびやかされたり、 食糧 欠乏の 難場 

で 肝心の 貯蔵所 を この 「山のお じさん」 に 略奪され て 

たきつぼ 

二三 日 絶食した 人 も ある。 道 を 求めて 滝壺に 落ちて 危 



うく 助かった 人 も ある。 暴風に テント を 飛ばされたり、 

こうずい 

落雷の ために 負傷したり、 そのほか、 山く ずれ、 洪水 

などの ために 一 度 や 二度 死生の 境に 出入し ない 測量 部 

員 は 少ない そうで ある。 それ にもかかわらず 技術 官で 

ひ つ きょう 

生命 をお とした 人 は ほとんどない というの は 畢竟 多 

年の 経験に よる 周到な 準備と 注意に よる ものであろう。 

技術 官に 随行す る 測 夫と いうの がまた 隠れた 文化の 

貢献 者で ある。 ただ 一 人山 頂の 櫓に 回 照 器 (ヘリ オト 

口 ー プ) を 守って、 時々 刻々 に 移動す る 太陽の 光束 を 

反射して 数十 キ ロメ— トル かなたの 観測 点に 送る。 そ 

れには 多年の 修練に よる デリ ケ— トな 神経と 筋肉の 作 



用 を 要する。 この 測 夫の 熟練の いかんに よって 観測 作 

業の 進 渉が 支配され るので ある。 ある 時 向こうの 山 

頂の 回 照 器が いつまで 待っても 光 を 送らない。 信号 を 

しても 返事がない。 行って 見る と 櫓から 落ちて 死んで 

いた。 深山に ただ 一 人 だから 行って 見る まで わからな 

かった し、 死因 も 全然 不明で あつたので ある。 

最も 大規模な 測量の 例と して はこん な 場合 も ある。 

たいわん 

台湾の 中央 山脈 を 測量した 時な ど は、 蛮人 百 二十 名 巡 

査十 五名 を 従え 軍隊 組織で 行列 二 里に わたり、 四日 間 

の 露営 を したそう で あるが、 ， J れらは 民間 登山家な ど 

に は 味わう ことので きない 一 種の 天国 行軍で あろうと 



近年に なって また 日本の 陸地 測量 部 は 一 つの 新しい 

方面で 世界の 学界に 偉大な 貢献 をす るよう にな つ た。 

それ は 同 一 地域の 三角測量 や 精密 水準測量 を 数年 を隔 

てて 繰り返し、 その 前後の 結果 を 比較す る ことによ つ 

て われらの 生命 を 託する 地殻の 変動 を 詳しく 探究す る 

ことで ある。 近着の アメリカ 地理学 会の 雑誌の 評論 欄 

にわが 国の 地球物理学 者の 仕事 を 紹介して ある その 冒 

頭に 「地殻変動の 測定に 関して はいかなる 国民 も 日本 

人に 匹敵す る もの はない」 と 書いて ある。 

, J の 重要な 研究の 基礎と なる 実測 資料 は 実に ， J と) J 

とく わが 陸地 測量 部員の 汗血の 結晶で できた もので あ 



そうして 昨今 国民の 耳 を 驚かす 非常時 非常時の 呼び声 

はい つそう この 方向へ の 進出 を 促す ように 見える。 

東京 巿 全部の 地図が 美しい 大公 園に なって そこに 運 

動 場 や 休息所が ほどよく 配置され、 地下 百 尺 二百 尺の 

各層に は 整然たる 街路が 発達し、 人工 日光の 照明に 

よ つ て 生育され た 街路樹で 飾られて いる 光景 を 想像す 

る こと も それほど 困難で はない ように 思われる ので あ 

る。 

(付記) 陸地 測量 部の 作業に 関する 項 は 知友 技 

うめ もとと よきち 

師梅 本豊吉 氏の 談話に よった が、 もし 誤記が あつ 



たら それ は 筆者の 聞き違え である。 

(昭和 九 年 十月、 東京 朝日 新聞) 
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